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東京新聞（2019 年 8 月 26 日付朝刊右頁 22 面）より転載
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（公社）日中友好協会発行月刊紙『日本と中国』より転載
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週刊金曜日（2019 年 11 月 1 日付）より転載

『しんぶん　赤旗』（2019 年 6 月 20 日付）より転載

　堀泰雄さんはエスペラントで福島の原発被害状況などを継続

的に発信しているエスぺラント界の貴重な人材である。



― 90 ―

Kial mi ekis porti jupon？ 

Briano Russel 

Oni foje demandas min se mi estas Skotlandano, ĉar mi estas viro kiu 

ofte portas jupojn. Dum mia infaneco, mi nur vidis ridadon pri 

transvestuloj aŭ Reĝinjoj - viroj kiuj portas jupon. Do, fakte jes, mi 

rekonas ke estas iom stranga afero ke mi decidus porti tion, kaj mi ŝatus 

rakonti la kialon. 

Mi loĝas kun anglo kiu preskaŭ ĉiam portas skotan porviran jupon - tiel 

nomata "kilto" - kaj li ofte diris al mi ke estis multe pli komforta ol 

pantalonoj, somere porti tion. Li lasis kilton al mi ke mi provu, sed sentis 

vere strange surstrate porti ĝin, ĉefe pro la sento de la miradoj de la aliaj 

homoj. Finfine, mi ne havis jupojn, do mi nur portis kelkfoje dum 

kostumfestoj, kiam oni ofte decidis porti ion ajn strangaĵon por krei 

eksternormalan etoson. Ankaŭ mi estas cisgenrulo, mi sentas min tute 

vire, kaj allogas min preskaŭ nur virinoj. 

Tamen, mi dum multaj jaroj estis instruisto, kaj iam mi vidis filmeton kiu 

rakontis pri knabo kiu portis jupon, kaj ke li suferis kiam la aliaj gepatroj 

kaj infanoj ridis al li. Feliĉe, kelkaj plenkreskuloj en tiu filmeto diris ke 

knabo rajtas porti jupon se li volas. Tamen, kiam mi vidis ĝin, mi pensis, 

sed neniu el la plenkreskuloj mem portis jupon por kundefendi ties 

rajton. Ekde tiam mi decidis ke mi portus jupojn, kaj komencis akiri 

jupojn, ne nur kiltojn, sed ankaŭ florajn, virinecajn jupojn.  La virinoj en 

multaj kulturoj jam luktis delonge kaj gajnis la rajton porti pantalonojn. 

Ankaŭ ni, viroj, devas lukti ke ajna homo rajtu porti ajnan vestaĵon - ĉu 

ina ĉu iĉa aŭ eĉ senvesti! 

Nuntempe kiam mi promenas surstrate en Barcelono, barbulo kun jupo, 

estas stranga sento: miksaĵo de timo, honto, kuraĝo kaj fiereco pro mia 

elekto. Mi sentas min pli atakebla pro mia elekto, sed tamen tiel mi 

sentas iomete tion kion devas senti multaj aliaj homoj kiuj ne tiom 

privilegias kiel mi: iĉo, blankulo, eŭropano, cisgenrulo, edukito, sanulo, 

kaj plenkapablulo. 

Atribuite-Samkondiĉe 4.0 Tutmonda (CC BY-SA 4.0) Brian RUSSELL 
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ななぜぜ私私ははススカカーートトををははくくよよううににななっったたののかか？？  
                                            ブブリリアアーーノノ  ルルッッセセルル  

 
 私はよく人から、スコットランド人かと聞かれます。なぜでしょう？ 私は男ですが、

よくスカートをはいているからです。ご存知のようにスコットランドの男たちは、キルト

という男性用スカートをはいています。 
 子どものころ私は、異性装者やドラァグクイーン、つまりスカートをはく男性をおかし

い人だと思っていました。それ故、自分自身がスカートをはこうと決めたなんて、変なこ

とだろうと実際思ってしまいます。そこで、私がなぜスカートをはくようになったのか、

その理由についてお話しましょう。 
私は、ほとんどいつもスコットランドの「キルト」という男性用スカートをはいている

イギリス人と一緒に住んでおります。その彼は、夏にキルトをはくのは、ズボンをはくよ

りずっと快適だと、私によく言うのです。 
彼はある時、私に試着用にとキルトをくれました。しかしそれを自分がはくのは本当の

ところ、変な気分でした。他の人たちが、私を見て驚いていると感じるからです。そんな

こともあってスカートをはかなくなりました。スカートをはくのは、仮装のお祭りで、み

んなが盛り上がって変なものを着たりする時に、時々はくだけになっていました。私はシ

スジェンダー（大類注：異性愛者）で、自分のことを普通の一般の男性だと感じており、

ほとんど女性にだけ魅力を感じます。 
しかし、長かった私の教師生活のなかで、ある時、スカートをはく少年を描いた短編映

画を観ました。その少年は、よその親たちや子どもたちに笑われることに苦しんでいまし

た。幸い、その映画に登場する何人かの大人たちは、「男の子だって、スカートをはきたけ

れば、はいていいのだよ」と語っていました。 
けれども、私がそれを見た時、そういう大人たちの誰もが、自分でスカートをはいて、

男性がスカートをはく権利を共に守ろうとはしていない、と私は考えました。それから私

は、スカートをはこうと決め、キルトだけでなく、花柄の女性向けのスカートも買うよう

になりました。 
すでに女性たちは長い闘いの末、ズボンをはく権利を勝ち取っています。私たち男性も、

誰もが、どんな服でも身に着けて良いという権利のために闘わなければなりません。女物

であれ男物であれ、一糸まとわぬ姿であっても！ 
今のところ、髭面でスカートをはいた私がバルセロナの街を歩くと、奇妙な気分になり

ます。恐怖、羞恥、勇気、そして私の選択からくる誇りのような入り混じった感じです。

自分がスカートをはくことを選択したために、攻撃されやすくなったとも感じますが、一

方で、私も多少はそういう感覚にさらされる覚悟を持たなければとも思います。そうした

感覚は、白人の男性で、またヨーロッパ人でシスジェンダーであり、教育を受け、健康で

五体満足の私と違って、そのような特権を持っていないトランスジェンダー（性同一性障

害の人）のような多くの人たちに強いられたものなのですから。 
 

「表示 - 継承 4.0 国際 (CC BY-SA 4.0) Brian RUSSELL」 
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ブブリリアアーーノノささんんととのの出出会会いいとと彼彼のの原原稿稿ににつついいてて  

  
                                          大大類類  善善啓啓  
  
少少数数派派のの世世界界大大会会  
この原稿を送ってくれたブリアーノ・ルッセルさんに出会ったのは、この夏（2019 年）、

スペインのカタロニアの州都、バルセロナで開催されたエスペラント SAT 世界大会である。

SAT（サートゥと言う）は Sen Nacieca Tutamondo（世界無民族協会）の略称であり、国

家や民族を無くそうとするエスペランティストの、いわば少数派の世界組織である。 
 エスペラントの最大の世界的な組織は UEA（ウエア）と言って、毎年夏に開催する世界

大会には 1000 人以上、時には 2000 人近いエスペランティストが参加する。もちろんベテ

ランのエスペランティストの友人に聞けば、半分以上が初心者であり、観光を兼ねて参加

する人も多いとのことである。 
 それに比べると SAT の世界大会は、UEA の世界大会に参加する人の 10 分の 1 という少

なさで、今年の参加者は 100 人ほど、最終的には 220 人ほど参加したようだが UEA に比

べると本当に少ない。日本からは私を含めて７人である。 
SAT は国という単位を認めないから、参加者名簿を見ても日本からと明示はなく、あく

までも出身地の都市名で記されている。それを見れば、札幌から二人、東京からは私一人、

京都から二人、大阪から一人が名簿に載っているが、大会概要の印刷後に申し込まれた名

古屋からの男性を含めて計７人である。この人数からわかるように、国家や民族を超えて

新たな世界を構築しようという考えを持っている人たちがエスペランティストのなかでも

極めて少数だということがわかるだろう。 
 そんな SAT の世界大会の初級学習会に参

加した初日の講師がブリアーノさんだった。

長身の彼は長いパンタロンというかスカー

トをはいていて、この夏の暑い季節には涼し

いだろうなと思った。 
 
 ザザメメンンホホフフ通通りりでで  
 さて、大会のある日、スペイン内戦の跡を

偲ぶという遠足に出かけ、バルセロナの中心

から離れて、かつての闘いの塹壕跡を見た後、

これもバルセロナの郊外にあるエスペラン

ト博物館を訪れた。ここには、ある篤志家の

エスペランティストが集めたエスペラント

関係の図書などが集められている。中には日

本で刊行された書籍も３点ほどあった。博物

館と言っても、その名前からイメージされる

ような大きな館ではなく、いわば一軒家のよ 写真左がブリアーノさん、右・大類 
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うなものである。以前はバルセロナの中心地にあったようだが、土地の高騰などがあり、

維持するのが難しく、郊外に引っ越したというわけである。 
その館を出たところの通りがザメンホフ通りと言い、そこでブリアーノさんに会った。

京都からご夫婦で参加されていて、以前から親しくお付き合いしている田平正子さんに通

訳してもらい、ブリアーノさんに、前から聞きたかったこと、なぜスカートをはいている

のか、なぜはくようになったのかと聞いた。それぐらいは私もエスペラントはできるのだ

が、どんどん会話が続くようになると私の語学力では到底会話が続かないと思って、正子

さんに助けてもらったのだ。 
ブリアーノさんはこう答えた。「女性がズボンをはこうとしたら反対されたという歴史を

知り、それならば、と（抗議の意思を込めて）スカートをはこう」としたのが動機だと語

ったのだった。ブリアーノさんは、反骨精神の持ち主だと思った。 
その晩ベッドに入ってうつらうつらしながら考えているうちに、ぜひブリアーノさんに

＜なぜ私はスカートをはくのか＞という原稿を書いてもらうおうと思った。 
 
原原稿稿依依頼頼をを快快諾諾  
翌朝、食堂でブリアーノさんに正子さんの夫君である稔さんの助けを借りて、原稿の依

頼をした。稔さんは英語教師である。ブリアーノさんは快く承諾してくれ、原稿は英語か

エスペラントかどちらがいいかと訊ねたので、ぜひエスペラントで書いてほしいと言った

ところ、一か月も経ずにメールで原稿を送ってくれた。その後、改めてプロフィールを送

ってほしいと依頼した。但し、プロフィールなど書きたくないなら、それもいいと記して

おいた。それについての返事がなかったから、ブリアーノさんは、原稿を書いた以上のこ

とは書きたくないと理解した。 
さて、この原稿の日本語初訳を相川拓也さんにお願いした。それを基に、私がより読者

に解りやすいようにと思って手を入れたので、最終的な日本語訳の文責は私、大類にある。

また本誌の読者の中には、なぜこのような原稿を『星火方正』に載せるのか、という疑問

を持つ方もおられるだろう。私は、本誌は旧滿洲の知られざる歴史を若い人たちに伝えて

いきたいと思うだけでなく、既成の秩序や体制の論理、体制の枠を超える精神や考えをど

んどん発表できる媒体にしたいと思ったからである。 
二年前だったか、北京からやってきた若い日本の研究者が、既存のマス・メディアに載

らないような原稿がたくさん掲載されており驚いた、すごいと言ってくれた。また在日朝

鮮人のある詩人は同じような意味で本誌を評価してくれたことがあり、とても嬉しかった

ことを覚えている。 
ぜひ読者の方々、会員の方々、どんどん既成のメディアでは書けないような原稿を送っ

てください。お待ちしています。 
 
（おおるい・よしひろ：本会理事長。著書に『ある華僑の戦後日中関係史―日中交流のはざま

に生きた韓慶愈』（明石書店）、共著に『風雪に耐えた「日本人公墓」―ハルビン市方正県物語』

（東洋医学舎）、『満蒙の新しい地平線―衛藤瀋吉先生追悼号』（桜美林大学北東アジア総合研

究所）など） 
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方方正正
ほうまさ

日日本本人人公公墓墓がが私私たたちちにに問問いいかかけけるるもものの  

――――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――――  
11994455 年年のの夏夏、、ソソ連連参参戦戦とと続続くく日日本本のの敗敗戦戦はは、、旧旧満満洲洲のの開開拓拓団団のの人人々々をを奈奈落落のの底底にに突突きき落落

ととししままししたた。。人人々々はは難難民民、、流流浪浪のの民民とと化化しし、、真真冬冬のの酷酷寒寒ににささららさされれ、、飢飢ええとと疫疫病病にによよっってて

多多くくのの人人々々がが方方正正のの地地でで息息絶絶ええままししたた。。そそれれかからら数数年年後後、、累累々々たたるる白白骨骨のの山山をを見見たた残残留留婦婦

人人ががななんんととかかししてて埋埋葬葬ししたたいいとといいうう思思いいはは、、県県政政府府かからら省省政政府府をを経経てて中中央央へへ、、そそししてて周周恩恩

来来総総理理ののももととままででいいきき、、中中国国政政府府よよっってて「「方方正正地地区区日日本本人人公公墓墓」」がが建建立立さされれままししたた。。中中国国

ででははままだだ日日本本のの侵侵略略にに対対すするる恨恨みみがが衰衰ええてていいなないい 11996633 年年、、中中国国政政府府はは、、中中国国人人民民同同様様わわがが

同同胞胞のの死死もも、、日日本本軍軍国国主主義義のの犠犠牲牲者者だだととししてて手手厚厚くく方方正正にに葬葬っっててくくれれたたののでですす。。日日本本人人開開

拓拓民民たたちちののおおよよそそ４４５５００００人人がが祀祀らられれてていいるるここのの公公墓墓はは、、中中国国広広ししとといいええどどももここのの方方正正にに

ああるるももののだだけけでですす。。（（黒黒龍龍江江省省麻麻山山地地区区ででソソ連連軍軍のの攻攻撃撃にに遭遭いい、、440000 数数十十名名がが集集団団自自決決ししたた

麻麻山山事事件件のの被被害害者者たたちちのの公公墓墓もも 11998844 年年にに建建立立さされれ、、ここのの方方正正のの地地ににあありりまますす））  

  ここのの公公墓墓のの存存在在はは、、私私たたちちのの活活動動ももあありり徐徐々々ににででははあありりまますすがが、、人人々々にに知知らられれるるよよううにに

ななりりままししたた。。民民族族のの憎憎悪悪をを乗乗りり越越ええてて建建立立さされれ、、中中国国のの人人々々にによよっってて管管理理維維持持さされれてていいるる

公公墓墓のの存存在在をを、、更更にに多多くくのの人人々々にに知知っっててももららおおうう。。「「愛愛国国主主義義」」ででははななくく、、民民衆衆レレベベルルででのの

国国際際的的なな友友愛愛精精神神をを広広めめてていいここううとと設設立立ししたたののがが「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」でですす。。当当会会のの前前身身

はは１１９９９９３３年年にに設設立立さされれ、、２２００００５５年年６６月月にに再再発発足足しし、、日日中中友友好好のの原原点点のの地地ととももいいううべべきき

「「方方正正」」にに光光をを当当ててたたいいとと活活動動ししてておおりりまますす。。  

  

個個人人会会員員  一一口口  １１,,００００００円円    団団体体・・法法人人会会員員  一一口口  １１００,,００００００円円  

（（口口数数はは最最低低一一口口、、上上限限ははあありりまませせんん））  

方方正正友友好好交交流流のの会会  
110011－－00005522  東東京京都都千千代代田田区区神神田田小小川川町町３３－－６６（（社社））日日中中科科学学技技術術文文化化セセンンタターー内内  

電電話話  0033ーー33229955ーー00441111  FFAAXX  0033――33229955－－00440000  EE--mmaaiill：：oohhrruuii@@jjccsstt..oorr..jjpp  

郵郵便便振振替替口口座座番番号号  0000113300――55――442266664433  加加入入者者名名  方方正正友友好好交交流流のの会会  

HHPP アアドドレレスス：：hhttttpp:://wwwwww..hhoouummaassaa..ccoomm//  
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《《報報告告》》            あありりががととううごござざいいままししたた！！  
前号の会報 28 号入稿後、2019 年 4 月 20 日以降にカンパをお寄せいただいた方、また新

たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうご

ざいました。（敬称略、受取った順に記載しました。2019 年月 12 月 5 日現在） 
貞貞平平浩浩  中中澤澤洋洋  渡渡辺辺保保雄雄  渡渡辺辺眞眞知知子子  ささいいたたまま市市大大宮宮日日中中友友好好協協会会事事務務局局  榎榎戸戸吉吉定定  

亀亀山山英英雄雄  金金成成敬敬子子  鈴鈴木木敏敏夫夫（（杉杉並並））  芹芹沢沢昇昇雄雄  野野沢沢達達雄雄  村村田田和和代代  渡渡辺辺一一枝枝  山山

田田敬敬三三  竹竹井井成成範範  篠篠原原孝孝  伊伊藤藤昭昭  藤藤原原作作弥弥  末末広広一一郎郎  阿阿石石定定子子  篠篠田田欽欽次次  田田沢沢仁仁  

遠遠藤藤滋滋  高高木木雅雅之之  田田中中正正昭昭  神神田田秀秀一一  小小林林浄浄子子  佐佐藤藤すすみみ江江  川川村村範範行行  川川口口憲憲横横島島

照照彦彦  加加藤藤毅毅  久久保保和和男男  小小倉倉光光雄雄  唐唐下下善善次次郎郎  島島辰辰夫夫  戸戸田田和和歌歌  小小出出公公司司  阿阿部部則則

司司  石石橋橋辰辰巳巳  飯飯沼沼信信彦彦  中中澤澤道道保保  長長澤澤保保  中中村村静静枝枝  竹竹中中一一雄雄  樋樋口口貴貴教教  米米濱濱泰泰英英  

中中島島紀紀子子  平平沢沢千千恵恵子子  山山本本喜喜多多男男  畑畑修修三三  宮宮城城恭恭子子  鵜鵜沢沢弘弘  水水沼沼安安美美  寺寺本本康康俊俊  

高高田田京京子子  深深山山信信雄雄  上上村村力力  山山内内るるりり  掛掛谷谷敏敏男男  江江川川玲玲子子  杉杉田田春春恵恵  藤藤井井盛盛  寺寺沢沢

秀秀文文  秋秋吉吉任任子子  中中嶋嶋定定和和  中中井井詔詔太太郎郎  高高橋橋守守男男  矢矢吹吹晋晋  広広田田彰彰夫夫  篠篠原原淳淳子子  石石井井

妙妙子子  山山内内良良子子  藤藤後後博博巳巳  栗栗原原彬彬  唐唐沢沢修修  鈴鈴木木春春夫夫  佐佐藤藤千千栄栄子子  春春日日井井治治  大大浜浜敏敏

夫夫  高高橋橋健健男男  山山本本武武  中中島島俊俊輔輔  岡岡百百合合子子  富富士士国国際際旅旅行行社社  望望月月信信隆隆  土土川川克克広広  丹丹

野野雅雅子子  師師岡岡武武男男  十十時時哲哲哉哉  新新谷谷陽陽子子  松松村村静静子子  須須貝貝佑佑一一  原原田田清清治治  千千島島寛寛  佐佐藤藤

ナナヲヲ  村村上上弘弘充充  堀堀泰泰雄雄  酒酒井井武武史史  可可児児力力一一郎郎  下下山山田田誠誠子子  木木戸戸冨冨美美江江  早早川川浩浩市市  
小小野野寺寺喜喜一一郎郎  内内山山則則男男  伊伊原原敏敏子子  谷谷川川弘弘  金金成成弘弘美美  村村田田吉吉隆隆  福福地地桂桂子子  及及川川淳淳子子

村村田田忠忠禧禧  加加藤藤ままりり子子  久久保保田田熙熙  丹丹保保洋洋子子  河河村村康康彦彦  南南雲雲英英雄雄  田田平平正正子子  千千秋秋昌昌弘弘  

小小林林ささゆゆりり  江江田田洋洋一一  横横前前明明  齋齋藤藤忠忠雄雄  白白井井豊豊富富  木木村村美美智智子子  村村杉杉正正洋洋  牧牧野野八八郎郎  
伊伊原原忠忠  近近藤藤燿燿子子  黒黒岩岩満満喜喜  西西嶋嶋拓拓郎郎  林林郁郁  森森美美紀紀子子  満満蒙蒙開開拓拓平平和和記記念念館館  岩岩間間孝孝

夫夫  木木村村護護郎郎ククリリスストトフフ  野野沢沢淑淑子子  小小関関光光二二  小小池池イイヨヨ子子  小小柳柳公公代代  松松村村満満美美子子  千千

田田優優子子  及及川川康康年年  藤藤川川琢琢磨磨  
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

《《編編集集後後記記》》今号も多くの方々からの寄稿があり、なかなか充実した誌面になっているの

ではないかと思っている。寄稿された方々には改めて感謝します。今秋は、中国からの視

察団ラッシュの応対で私も、本会事務局がある日中科学技術文化センターでの本業！？ の

仕事が忙しく、編集業務も慌ただしかったが、ともかく発行することができてほっとして

いる。最後の原稿チェックにはいつものように森一彦の応援があり助かった。発送業務は

仲間が８人ほどが集まってくれるが、できたら編集業務でもいろいろと手伝っていただけ

る人があれば大いに助かる。ぜひ支援できそうだという方は、ご連絡ください。また田平

正子さんには本誌に関連する雑誌記事などを送っていただき感謝！ （大類）  

 

  ≪≪表表紙紙写写真真撮撮影影：：寺寺沢沢秀秀文文≫≫ 

『『星星火火方方正正～～燎燎原原のの火火はは方方正正かからら～～』』（（第第 2299 号号））22001199 年年 1122 月月 1122 日日発発行行  
発発行行：：方方正正友友好好交交流流のの会会  編編集集人人：：大大類類善善啓啓  EEmmaaiill：：oohhrruuii@@jjccsstt..oorr..jjpp  

〒〒110011－－00005522  東東京京都都千千代代田田区区神神田田小小川川町町 33－－６６  日日本本分分譲譲住住宅宅会会館館  ４４ＦＦ  
((社社))日日中中科科学学技技術術文文化化セセンンタターー内内  電電話話：：0033－－33229955－－00441111  FFAAXX：：0033－－33229955－－00440000  

郵郵便便振振替替口口座座番番号号  0000113300－－55－－442266664433  加加入入者者名名  方方正正友友好好交交流流のの会会  




